
令和７年度 第２回 島田市健康づくり推進協議会 会議録 

 

日時 令和８年２月９日（月）午後７時から８時35分 

会場 島田市保健福祉センター３階研修室 

１ 開 会                                     

欠席：畑中委員、森下委員、石間委員、藪崎委員、宮地委員 

 

２ 会長挨拶                                    

 

３ 報告事項                                    

各部会の報告 

 

（１）歯科保健部会 資料１－（１）  

事務局説明 

計画書P.40、50に記載があり。食育推進計画にも位置付けられている。 

第1回は、中学３年生になるとむし歯の有病率が県より高くなる、学校では給食後に歯磨きを実

施していないのが現状である、フッ素洗口効果、障害児の治療の困難さ等について意見をいただ

いている。 

第2回は、令和7年度の歯科保健事業について、実績を説明。県の歯科保健条例に新たに

「フッ化物の使用の推進」「オーラルフレイル予防」が追加された。むし歯予防についての概念が変

わった、フッ化物の使用の大切さを認識した、フッ化物の応用は家庭の影響が大きいため、学校な

ど集団でできると平等に対策できる、家庭などの環境要因も大きい、ライフステージごと対策が必

要との意見をいただいた。 

 

委員 

島田市は、幼稚園児のう蝕は少なく、県内ベスト３に入る。これが、中学生になるとむし歯の数

がワースト３になる。幼稚園児は全園でフッ化物洗口している影響が大きいと考える。歯磨きだと、

歯磨剤に練りこんだフッ化物がイオン化するには2分くらいかかるため、２分間ブラッシングしない

と効果がでない。２分のブラッシングは意識している大人でも大変なことである。そのため、フッ化

物洗口は30秒でよい。幼稚園児でもできる。川根地区では中学校までフッ化物洗口を行ってお

り、むし歯の保有率が少ない。簡単で効果が高いフッ化物洗口が平等にできるよう学校など集団

でできるとよいと思っている。フッ化物の応用は歯科保健条例にも組み込まれている。愛知県で始

まった８０２０運動は今では50％の人が達成しており噛める人も増えてきている。これからはオー

ラルフレイルに着目していきたい。 

 

（２）こころの健康部会 資料１－（２） 

事務局説明 



Ｐ.４０ 第２次島田市自殺対策計画、地域自殺実態プロファイル等と整合性を取りながら推進

している。 

第１回は、最新の自殺実態プロファイルを説明。有職者、同居者がいる自殺者が多く、心理的孤

独の要因が大きいことを共有した。自殺者数は減少しているが、こどもの自殺者数は増えてきて

いるなど人が集まるところに行けばいいわけではなく、こころの中で一人にさせないことが大切で

ある。SOS出し方教育の実施効果は今後現れてくるため、状況を確認しながら進めていくとよい。

市民や行政が自殺対策について周知が必要であるなど意見をいただいた。 

第２回は、令和８年3月4日開催予定。正しい知識の普及や周知方法を検討していく予定。 

学校教育課と連携し、SOS出し方教育を市内全小中学校での実施を目指していく。 

 

委員 

自殺対策についてはどういうものかわかっていない。例えばSOSの出し方教育の実態、誰がど

のように教育していくのかわかっていない。テレビなどからこどもの自殺が増えている、減っていか

ないとの情報は得ているが、自治会、地域の人が、力添えが出来ることがあるのかを知りたい。 

 

事務局 

ＳＯＳの出し方教育。小学校6年生、中学3年を対象に実施している。デリケートで避けがちな問

題であるが、自殺の実態、正しい知識を知ってもらうことが自殺対策の第一歩であると考えてい

る。ゲートキーパ養成講座を受講し、身近の人に声をかけて寄り添うというところから始めていた

だきたい。 

 

委員 

身近な人に声掛けをしてほしい、何とかしてあげたいと思うが、どういう声掛けがふさわしいの

かなど基礎知識がない。逆に深みにはめてしまったりデメリットもあると思う。具体的にどのように

すればよいのか。 

 

事務局 

ＳＯＳの出し方教育では、心配事があった時は、信頼できる大人3人に話をしましょうと伝えてい

る。その信頼できる大人として、地域の方など話しやすい人に声をかけるように伝えている。もしも

そのような場面があったら話を聞いてほしい。 

 

委員 

3人といわれるとわかりやすい。自治会でも子ども会と関わることもある。ふんわりしたことでも

安らげたらよいと思う。聞いてあげようと思う。 

 

（３）健康管理部会 資料１－（３） 

事務局説明 

計画書Ｐ.４０。他の部会にない部分を担っている。毎年1回実施している。 

第１部は、働き世代からの健康づくりについてご意見いただいた。どの情報で響くかは人それぞ

れであるため、様々な方向から具体的に伝えることが必要、草の根的な活動、口コミなど地味でも



重要である、糖尿病などは悪化してから対策ではなく、様々な診療科が連携して取り組むことが

重要である、との意見をいただいた。 

第２部は、ＣＫＤシール事業の取り組みについてご意見いただいた。薬剤師会でこれまでのシー

ルに加え、検査データを書き込むシールを作成したため、活用していく、医療機関や薬局ごと温度

差があるため、現事業を定着させながら、新たな取り組みについて説明していく専門職向けの研

修会等を進めていくよう意見をいただいた。 

 

委員 

ＣＫＤシール事業は、もともとは、県のモデル事業として薬剤師会で受託した。当初は県からの

予算を受けて始めたが、県からの予算も今はないが、継続実施している。シールを確認して薬剤

調整をしている医師や薬剤師はいると思われるため、事業の効果は件数としては上がっていなく

てもあると考える。シールも在庫が少なくなり、市からの予算も難しく、薬剤師会で増産した。今後

は無料で配布はできないため、薬剤師会から購入という形で活用していくことになる。 

専門職向け研修会も予算がない中、製薬会社に協力できないか打診しているが、断られている

のが現状。また、製薬会社の主催となると、研修会の対象は医療従事者限定になる。薬剤師会主

催でも実施していかなければと考えている。 

 

４ 意見交換                                    

事務局説明 

計画書 P.４０「計画の体系図」「基本施策」に合せて掲載した。 

各分野で幅広く取り組みがされている。また、１つの施策だけでなく、他の施策にも通じる取り組

みも多くあり、ほとんどの施策が様々な施策に波及効果があると思われる。 

今年度の庁内の取り組みについては、令和８年度第１回の健康づくり推進協議会でご意見をい

ただく予定。 

前回は、運動の推進をテーマにご意見をいただいた。各委員の皆さまから、幅広い世代へ向け

た事業についてご紹介いただいた。運動だけでなく活動量を増やす方法、工夫、意見として、どの

情報で動くかはその人次第であり、いろいろな場所でいろいろな視点で働きかけを継続していくこ

とが重要であるということをご意見いただいた。さらに、気候変動で外に出ることさえ難しくなって

おり、気軽に利用できる環境づくりが課題である、DX 推進で便利になっている反面、運動の機会

が減っていることなど、現代社会では運動を阻害する要因が多いとのご意見もあった。 

今回の協議会では、健康増進に関する取り組みや、来年度以降の活動の計画、運動の推進だ

けでなく、健康増進の推進に関するご意見などいただきたい。 

 

委員 

市民1スポーツとして、あらゆる年代に運動の機会を提供した。事業所や自治会から、派遣要請

も受け、運動指導や大会の運営など協力した。令和8年度は新たにモルックを普及していく。 

 

委員 

健康診断について。高血圧、糖尿病症状が出るものではないため、健診や家庭血圧などが大切



である。高齢者はフォローされているが、３０代～60代の自営業の方、国保の方が特に放置して

いると思っている。どうすれば健診を受けてくれるか、健康に関する意識をどうやったら高められる

かなというのが課題。50代でも突然亡くなるケースも多い。おそらく高血圧を放置していたと思う

が、対策が必要である。 

 

委員 

今年度初めて、企業を対象に、しだはいgoを実施した。88チーム３６７人が参加した。運動習慣

がない人が、56.9％から５３．１％に低下した。現在３か月後の運動習慣に関するアンケートを集

計している。来年度も実施予定。 

 

委員 

第２小学校でＰＴＡ主催のフェスタに保健委員のブースを作って啓発活動を実施した。どの年

代にとっても健康は重要であるが、小学生に興味を持ってもらうよりは、親に持ってもらうことが重

要と考える。スポーツにしても健康にしても、病気になったらこうなるよと「脅し」のように現状を伝

えるのも1つ。「楽しく」「気軽に」「無理なく」継続できる工夫をしていかないと健康意識を高めるの

は難しいと思う。健康意識をしていない人が少数派になるのが理想である。楽しく気軽にできる仕

掛けが必要。 

 

委員 

父と子の料理教室を実施し好評であった。島田汁の普及は、しまだのマラソン大会、公民館祭

り、フェスタしまだ、元気市でも実施した。シニアカフェ、防災用としてみそ玉作りなども実施した。 

 

委員 

健康長寿をキーワードに取り組んでいる。ふれあい健康ウォーク、居場所など自治会で実施。居

場所は、毎月2回、しまだしっかり体操、脳トレ、ゲーム、折り紙など実施している。 

高齢者にアンケートをとると、子どもたちとの触れ合いが一番楽しいとの意見だったため、子ども

たちとのふれあいを増やしている。夏祭り、節分豆まきイベント、体育館でゲームやクイズなどお年

寄りが参加し、子どもたちと触れ合う。みんなで体を動かして、会話することが一番の健康長寿に

効果的だと言われている。今年度は、島田市総合医療センターの専門看護師に出前講座を依頼

している。知って得する健康長寿の秘訣として、終末医療、フレイル予防など12項目の講話があ

る。地域のイベントは、ラインワークスを活用し、地区の全戸に情報発信している。 

 

委員 

小中学校では歯科衛生士と連携し、歯科健康教育を実施している。外部講師による性の教育

を中学校で実施。復元力、レジリエンスを高める指導を養護教諭が主体で実施している。学校薬

剤師にも薬学講座を実施。ＳＯＳの出し方教育は、小学校４年生、５年生、中学校1年生、全校で

組んでいく予定。１時間確保は難しいため、帰りの時間などで実施していく。フッ素洗口、いつ、ど

こで、誰が行うかが課題。良いことはわかっているが、現状は難しいと考える。また、不登校への対

応が課題である。不登校の１つの要因としてスマホやゲームへ依存することで起立性調節障害が

生じ、不登校になると考える。不登校生徒へも平等の教育、普及が大切だと考える。非認知能力



が大切だとか言われている。県版のプログラムがあるため、島田市でも実施していく。 

 

委員 

フッ素洗口は薬剤師会でも洗口液を作るなど協力している。学校現場で行うにあたり、環境

面、職員の負担で難しいとの意見について、週に1回の洗口であるため、曜日や時間帯を分けるな

ど工夫して実施する等、前向きに検討していただけるようであれば薬剤師会でも協力はしていき

たいと思う。フッ素洗口液については市の財政負担も必要になると思う。子どもたちの健康にもつ

ながるため、様々な課題がクリアになり実施するのであれば薬剤師会でも協力していきたいと思

う。 

 

委員 

安易に進めることはできないと思う。長年にわたりフッ素洗口については、養護教諭も反対して

きたと思う。ここで決まったからと進められても困る。慎重な協議が必要である。 

 

委員 

長年、フッ化物洗口を学校で行うのは大変ということを聞いている。課題がクリアになればもう

すでに始めていると思う。改めて、話題提供したが、この場で決めようとは思っていない。当初とは

社会も子どもの状況も変化してきている。先生方もフッ化物の効果は認識されている。現実問題、

中学校ではむし歯の数が増えている。フッ素洗口を行っている川根では効果がみられている。改

めて何が課題でどうすればできるかを協議していけたらと思う。 

 

委員 

健康増進をはかる目的でパワーリハビリ教室を実施している。運動制限のない、介護認定を受

けていない６５歳以上の人が対象。主には介護認定を受けていないが体力が落ちてきている人が

参加している。通常の生活ができることを目的としている。保健センター、六合、金谷合わせて15

教室、12～16名/教室、６～７名のサポーターが指導している。機械の運動とストレッチ、頭の体

操、軽い筋トレをやってから、機械運動に入る。休憩時間にコミュニケーションをとっている。参加

している人は元気になっている。約１７０～180名の利用者を100人のサポーターが指導してい

る。合計300人弱がかかわっているが、６５歳以上で80歳くらいまでの人はもっとたくさんいる。

もっとたくさん利用してもらって、健康の意識を持ってもらうことが大切である。支え手であるサ

ポーターの確保が課題。辞める人と加入する人数が同じくらい。仕事をしているサポーターもいる

ため、参加が難しい人が、宣伝活動をしてなんとか継続していきたい。 

 

委員 

女性の経営者、社長の妻などで組織している女性部がある。島田市商工会と商工会議所の女

性部の交流事業で健康チェックを実施した。その他、商工会議所で体操教室を毎年継続実施し

ている。経営者向けセミナーとして、直近では、１月に若手経営者で組織している青年部が健康経

営と笑う脳トレをテーマに「ライフキネティック」というドイツ生まれのプログラムで楽しんだ。会社経

営の中でも健康経営の部分を取り入れ生活の中でできることは実施していくというのは大切であ

る。 



 

会長 

活発なご意見ありがとうございました。健康づくりはつながりが大切であると感じました。 

 

５ 閉会                                      

3月31日をもって2年の任期が終了となる。来年度以降に向けて、各団体に委員の推薦をお願い

していきますのでご協力をお願いします。 


